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検 索東根市議会

特 集

議 会 改 革
～これまでの歩み～



議 会 改 革
４年間の主な取り組み

　東根市議会では、さらなる議会の活性化を目指すため、
平成28年３月に「議会のみらい検討委員会」を発足させ、
様々な取り組みについて検討してきました。その中から実
施されたものを紹介します。

　適切に審議、処理するため、
陳情の取り扱いを明確にしま
した。

　議会ホームページにおい
て、収支報告書は領収書も
含め全て公開しています。

　議会広報委員会で作成した
ポスターを、市内各所に掲示
しています。

　パソコン以外に、スマート
フォンやタブレットでも視聴
出来るようになりました。

・本会議のほか、常任委員会
も気軽に傍聴できるように
なりました。

・議案に対する賛否を議会だ
より、議会ホームページに
て公開しています。

　政務活動費の使途について
明確に定め、透明性を確保し、
利便性を高めました。

　効果的な議会運営、
迅速な議案審査・情報
共有を図りました。庁
内のペーパーレス化に
も貢献しています。

   

 

0237-43-1175

 

▲各常任委員会からの政策提言書を市長に
　提出しました。
　（平成29年 6月 )

　議会として、災害時に的確かつ
迅速に対応できるよう基本的な方
針を定めたものです。
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▲各常任委員会からの政策提言書を市長に
　提出しました。
　（平成29年 6月 )

　議会として、災害時に的確かつ
迅速に対応できるよう基本的な方
針を定めたものです。

今後の主な検討項目

テーマ 検　討　項　目

市民に開かれた
議会

●請願者・陳情者による趣旨説明の実施
●各団体、行政委員会、地区等との懇談会

政策提言・立案
機能の強化

●所管事務調査を核とした政策提言・立案
●政策形成サイクルの確立

議員の
あるべき姿

●議会評価、議員評価の導入
●質問・質疑・討論等の充実

議会運営の
あり方

●十分な審査期間の確保
●質問時の補助資機材の活用

議会基本条例 ●議会基本条例の制定

ひがしね議会だより●広報●令和元年7月31日3



議
　
員
　
障
が
い
者
差
別
解
消

支
援
協
議
会
の
構
成
は
、
多
角

的
な
視
点
が
反
映
で
き
る
体
制

と
な
っ
て
い
る
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
社
会
福
祉
協

議
会
、
教
育
機
関
、
商
工
会
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
子
育
て
健
康

課
、
事
務
局
を
福
祉
課
が
担
う

予
定
。

議
　
員
　
法
律
の
制
定
か
ら
時

間
が
経
過
し
て
い
る
が
、
何
故

か
。

福
祉
課
長
　
法
律
の
制
定
を
受

け
、
平
成
28
年
４
月
に
努
力
義

務
と
さ
れ
た
事
業
所
と
し
て
の

対
応
要
領
を
策
定
し
、
今
般
の

条
例
制
定
と
な
っ
た
。

議
　
員
　
県
内
の
他
市
町
村
の

策
定
状
況
は
。

福
祉
課
長
　
平
成
28
年
４
月
に

山
形
県
が
条
例
を
制
定
。
平
成

29
年
４
月
に
山
形
市
、
６
月
に

川
西
町
、
12
月
に
飯
豊
町
、
平

成
31
年
４
月
に
米
沢
市
が
条
例

を
制
定
し
て
い
る
。

　
採
決
に
先
立
ち
、「
障
が
い

の
あ
る
人
も
な
い
人
も
平
等
に

暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
の
基
盤

は
、
地
方
自
治
体
に
あ
り
、
障

が
い
の
定
義
や
禁
止
さ
れ
る
差

別
を
各
地
方
自
治
体
で
定
め
る

必
要
が
あ
る
。
障
が
い
者
の
権

利
を
救
済
す

る
シ
ス
テ
ム

は
地
域
の
実

情
に
あ
っ
た

実
効
性
の
あ

る
も
の
が
必

要
」
と
の
賛

成
討
論
が
あ

り
ま
し
た
。

議
第
39
号　
東
根
市
障
が
い
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す

る
条
例
の
設
定
に
つ
い
て

障
が
い
を
理
由
と
す
る
差
別
解
消
が

推
進
さ
れ
ま
す

ポイント1

第２回定例会

東
根
市
の
こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た

●
会 

期
　
５
月
30
日
～
６
月
21
日

※詳細は、市ホームページをご覧ください。

この中から３項目をピックアップ
4 4 4 4 4 4

！

議
論
さ
れ
た
案
件

専
決
処
分
の
承
認
・
・
・
３
件

条
例
設
定
、
一
部
改
正
・
11
件

事
件
決
議
・
・
・
・
・
・
５
件

補
正
予
算
・
・
・
・
・
・
２
件

同
意
人
事
・
・
・
・
・
・
２
件

【賛否が分かれた議案】

会
派
名

議
員
名

議
第
38
号
、

議
第
45
号

～
議
第
48
号
、

議
第
55
号

（
計
６
議
案
）

ひ
が
し
ね
創
生
会

細矢　俊博 ○
白井　健道 ○
高橋　鉄夫 ○
清野　忠利 ○

鴻
志
会

浅野目幸一 ○
佐藤　　直 ○

政
清
・
公
明

阿部　綾子 ○
原田　利光 ○
河村　　豊 ○
髙橋　光男 ○
秋葉　征士 ○

東
輝
会

片桐　勝寿 ○
山科　幸子 ○
清野　貞昭 ○

無
会
派

今野　　孝 ×

髙橋ひろみ ○
加藤　信明 議長

○＝賛成　×＝反対
※議長は採決に加わりません。

こ
ん
な
意
見
が
あ
り
ま
し
た
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第２回定例会

議
第
53
号　
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

議
　
員
　
今
回
、
新
た
に
整
備

さ
れ
た
道
路
は
行
き
止
ま
り
に

は
な
ら
ず
、
冬
季
間
の
除
雪
作

業
に
つ
い
て
も
配
慮
さ
れ
て
い

る
と
見
受
け
る
。

建
設
部
長
　
新
た
に
整
備
さ
れ

る
区
域
内
の
公
園
は
、
雪
押
し

場
と
し
て
活
用
し
て
い
き
た
い
。

議
　
員
　
開
発
行
為
に
よ
る
道

路
計
画
に
お
い
て
は
、
開
発
業

者
に
対
し
、
協
議
の
段
階
か
ら

安
全
性
に
配
慮
し
た
利
便
性
の

高
い
道
路
整
備
と
な
る
よ
う
に

適
切
な
指
導
助
言
を
行
う
こ
と

を
要
望
す
る
。

議
　
員
　
消
費
税
増
税
に
伴
い

上
下
水
道
使
用
料
に
か
か
る
消

費
税
収
は
ど
う
な
る
か
。

建
設
・
水
道
部
長
　
平
成
29
年

度
決
算
を
例
に
す
る
と
、
水
道

料
金
は
約
１
９
５
３
万
円
の
増
、

下
水
道
使
用
料
は
約
１
２
８
２

万
円
の
増
と
な
る
。

議
　
員
　
上
下
水
道
使
用
料
に

か
か
る
消
費
税
だ
け
で
も
、
本

市
全
体
で
は
３
０
０
０
万
円
を

超
え
る
増
税
と
な
る
。
家
計
支

出
全
体
を
考
え
る
と
、
影
響
の

大
き
さ
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。

消
費
税
増
税
に
は
反
対
す
る
。

議
　
員
　
国
の
消
費
税
率
引
き

上
げ
に
市
が
従
わ
な
け
れ
ば
、

税
率
引
き
上
げ
分
は
ど
こ
が
負

担
す
る
の
か
。

　
法
律
に
従
い
業
務
を
遂
行
す

る
こ
と
が
市
と
し
て
正
し
い
判

断
で
は
な
い
か
。

　
民
間
事
業
者
の
開
発
行
為
に
よ
り
新
た
に
整
備
さ
れ
た
道
路
で
、

市
道
と
し
て
の
配
慮
も
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
全
員
異
議
無
く

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議
第
45
号　
東
根
市
道
路
占
用
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

議
第
46
号　
東
根
市
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

議
第
47
号　
東
根
市
水
道
給
水
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

議
第
48
号　
東
根
市
工
業
用
水
道
給
水
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

こ
ん
な
意
見
が
あ
り
ま
し
た

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

こ
ん
な
意
見
が
あ
り
ま
し
た

開
発
行
為
に
よ
り
整
備
さ
れ
る
道
路
も

安
全
性
・
利
便
性
の
高
い
道
路
に

ポイント3

消
費
税
関
連
４
条
例
は
賛
成
多
数
で

可
決
さ
れ
ま
し
た

ポイント2
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Q &A 皆さんの生活に関する内容について、議員が市に質問しました。

異
常
な
長
時
間
労
働
の
是
正
を

　
市
内
小
学
校
の
先
生
は
、
毎

月
60
時
間
あ
ま
り
の
時
間
外
労

働
を
し
て
い
る
。
中
学
校
の
先

生
は
約
75
時
間
。
と
き
に
は
、

『
過
労
死
ラ
イ
ン
』
を
超
え
て

働
い
て
い
る
。（
グ
ラ
フ
参
照
）

　
こ
の
異
常
な
働
き
方
の
改
善

は
、
先
生
方
の
生
命
と
健
康
を

守
り
、
子
ど
も
た
ち
に
、
い
き

と
ど
い
た
教
育
を
保
障
す
る
た

め
に
も
緊
急
の
課
題
で
あ
る
。

議
　
員
　
働
き
方
改
革
法
の
施

行
に
伴
い
、
教
育
現
場
は
ど
う

変
わ
っ
た
か
。

教
育
長
　
小
学
校
で
は
『
午
前

５
時
間
制
』
を
導
入
し
た
学
校

が
あ
る
。
中
学
校
で
は
『
部
活

指
導
員
』
を
全
校
に
配
置
し
た
。

議
　
員
　
午
前
５
時
間
制
は
、

子
ど
も
へ
の
配
慮
を
欠
い
て
い

る
。
慎
重
な
精
査
を
要
望
す
る
。

議
　
員
　
勤
務
実
態
把
握
シ
ス

テ
ム
は
整
備
さ
れ
た
か
。

教
育
次
長
　
小
学
校
１
校
で
、

タ
イ
ム
カ
ー
ド
に
よ
る
勤
務
時

間
管
理
を
試
行
し
て
い
る
。

議
　
員
　
全
教
職
員
対
象
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
は
実
施
し
た
か
。

教
育
次
長
　
現
場
の
負
担
軽
減

や
調
査
の
効
率
性
等
を
考
慮
し
、

実
施
を
見
送
っ
た
。

議
　
員
　
多
忙
で
追
い
つ
め
ら

れ
て
い
る
教
職
員
の『
生
の
声
』

を
聞
い
て
ほ
し
い
。
勤
務
実
態

把
握
シ
ス
テ
ム
の
速
や
か
な
整

備
と
併
せ
て
強
く
要
望
す
る
。

第
９
次
地
方
分
権
一
括
法
が

市
政
に
及
ぼ
す
影
響
は

議
　
員
　
社
会
教
育
施
設
は
、

市
長
部
局
に
移
管
す
る
の
か
。

市
　
長
　
本
市
の
社
会
教
育
施

設
は
、
現
在
の
管
理
運
営
体
制

の
中
で
活
発
な
活
動
を
行
っ
て

い
る
。
現
時
点
で
は
市
長
部
局

へ
の
移
管
の
必
要
性
は
な
い
と

捉
え
て
い
る
。

議
　
員
　
放
課
後
児
童
支
援
員

配
置
基
準
の
緩
和
に
よ
る
影
響

に
つ
い
て
伺
う
。

市
　
長
　
市
内
の
学
童
保
育
で

は
、
基
準
を
上
回
る
数
の
支
援

員
等
を
配
置
し
て
い
る
。
分
権

一
括
法
施
行
後
も
現
在
と
同
様
、

利
用
児
童
の
利
益
と
安
全
を
最

優
先
に
し
た
運
営
を
促
し
て
い

く
。

異
常
な
長
時
間
労
働
の
是
正
を

第
９
次
地
方
分
権
一
括
法
が

市
政
に
及
ぼ
す
影
響
は

今 野　孝　議員

先生の生命と健康を守り

子どもにいきとどいた教育を

道
徳
教
育
に
期
待
す
る
こ
と

担
い
手
確
保
も
見
据
え
た

J
I
C
A
と
J
A
連
携
へ
の
対
応

20

40

60

80

１か月あたりの
市内の先生の時間外労働時間

県教委の調査を基に市教委が試算（時間）

過労死ライン

Ｈ26年 Ｈ27年 Ｈ28年 Ｈ29年 Ｈ30年

小
学
校

中
学
校
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一 般 質 問※質問議員が責任を持って
　原稿を作成しています。

　
日
本
社
会
は
人
口
減
少
が
課

題
だ
が
、
35
年
後
の
世
界
人
口

は
百
億
人
と
も
言
わ
れ
る
。
今

を
生
き
る
我
々
世
代
は
こ
れ
か

ら
生
ま
れ
て
く
る
将
来
世
代
に
、

経
済
、
環
境
、
教
育
な
ど
大
き

な
責
任
を
負
っ
て
い
る
。

六
次
産
業
化
の
成
果
と
課
題

市
　
長
　
昨
年
度
末
に
成
果
と

課
題
を
分
析
。
4
月
の
総
会
で

約
2
4
0
名
の
会
員
と
共
有
。

G
I
「
東
根
さ
く
ら
ん
ぼ
」
の

認
証
や
人
材
育
成
な
ど
の
成
果

が
あ
っ
た
。
今
後
は
、
六
次
産

業
化
の
実
践
、
農
業
者
と
商
工

業
者
の
連
携
促
進
な
ど
を
支
援

し
て
い
き
た
い
。

議
　
員
　
中
小
企
業
家
同
友
会

の
有
志
で
果
樹
農
家
と
ワ
イ
ン

醸
造
所
と
連
携
し
た
六
次
産
業

化
ビ
ジ
ネ
ス
を
実
践
。
交
流
人

口
拡
大
、
地
域
経
済
活
性
化
、

耕
作
放
棄
地
対
策
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ

ー
ス
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス

ト
が
き
っ
か
け
で
あ
る
。
引
き

続
き
応
援
願
い
た
い
。

担
い
手
確
保
も
見
据
え
た

J
I
C
A
と
J
A
連
携
へ
の
対
応

市
　
長
　
多
様
な
担
い
手
確
保

の
手
段
と
し
て
国
際
協
力
は
期

待
で
き
る
。
市
農
協
の
動
向
を

注
視
し
な
が
ら
、
受
入
環
境
の

支
援
を
研
究
し
た
い
。

食
品
ロ
ス
対
策
の
成
果
と
課
題

市
　
長
　
3
0
1
0
運
動
も
定

着
。
市
報
や
イ
ベ
ン
ト
で
の
啓

発
を
継
続
し
て
い
る
。

議
　
員
　
食
品
ロ
ス
削
減
推
進

法
が
成
立
し
た
。
以
前
提
案
し

た
食
材
持
ち
帰
り
の
ド
ギ
ー
バ

ッ
グ
の
普
及
も
検
討
願
う
。

道
徳
教
育
に
期
待
す
る
こ
と

議
　
員
　
敗
戦
に
よ
る
価
値
観

の
揺
ら
ぎ
と
経
済
偏
重
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
普
及
に
よ
る
匿
名

の
誹
謗
中
傷
な
ど
卑
怯
な
行
為

が
社
会
問
題
化
。
家
庭
教
育
の

充
実
、「
な
ら
ぬ
も
の
は
な
ら

ぬ
」
と
い
っ
た
シ
ン
プ
ル
で
力

強
い
価
値
観
、
規
範
意
識
の
復

活
、
家
族
や
先
祖
へ
の
感
謝
な

ど
を
道
徳
教
育
に
期
待
。

小
田
島
地
区
の
住
み
良
い
環
境

～
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
～

議
　
員
　
特
に
公
園
整
備
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
策
定
の
今
後
の
予
定
は
。

建
設
部
長
　
令
和
３
年
３
月
ま

で
に
策
定
。
今
年
度
は
、
市
民

ア
ン
ケ
ー
ト
、
市
民
懇
話
会
、

地
域
別
懇
談
会
で
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
な
ど
を

開
催
し
、
原
案

を
作
成
す
る
。

来
年
度
は
、
原

案
に
基
づ
き
具

体
的
な
構
想
や

施
策
を
検
討
し

た
い
。

六
次
産
業
化
の
成
果
と
課
題

道
徳
教
育
に
期
待
す
る
こ
と

食
品
ロ
ス
対
策
の
成
果
と
課
題

担
い
手
確
保
も
見
据
え
た

J
I
C
A
と
J
A
連
携
へ
の
対
応

小
田
島
地
区
の
住
み
良
い
環
境

～
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
～

今を生きる我々の責任とは？

6次産業、農業の担い手、

食品ロス、道徳教育、環境整備

白井  健道  議員

食べ残したら

ドギーバッグで持ち帰り

ひがしね議会だより●広報●令和元年7月31日7



Q &A 皆さんの生活に関する内容について、議員が市に質問しました。

障
害
児
通
所
支
援
の
現
状

議
　
員
　「
障
害
児
通
所
支
援
」

に
は
、
未
就
学
児
を
対
象
と
し

た
「
児
童
発
達
支
援
」、
就
学

児
が
授
業
後
や
休
み
の
日
に
通

う
「
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
」、
医
療
型
児
童
発
達
支
援

や
保
育
所
等
訪
問
支
援
が
あ
る
。

　
こ
れ
ら
は
、
障
害
の
あ
る
子

ど
も
が
住
ん
で
い
る
地
域
で
療

育
や
支
援
を
受
け
や
す
く
す
る

た
め
に
設
け
ら
れ
た
。
当
市
に

お
け
る
現
状
は
。

市
　
長
　
児
童
発
達
支
援
の
利

用
は
、
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
。

市
内
２
箇
所
、
市
外
10
箇
所
の

事
業
所
で
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
受

け
て
い
る
。

　
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
も

同
様
に
増
加
傾
向
で
、
市
内
５

箇
所
の
事
業
所
で
サ
ー
ビ
ス
提

供
し
て
お
り
、
市
内
外
の
事
業

所
も
含
め
、
支
援
環
境
が
整
い

つ
つ
あ
る
。

障
が
い
児
も
障
が
い
者
も
利
用

で
き
る
「
日
中
一
次
支
援
」

議
　
員
　
障
害
者
等
の
日
中
の

活
動
の
場
を
確
保
し
、
家
族
の

就
労
支
援
及
び
家
族
の
一
時
的

な
休
息
を
目
的
と
し
、
就
労
移

行
支
援
や
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
、

Ｂ
型
で
の
活
動
を
終
え
た
後
の

障
が
い
者
の
過
ご
し
方
と
し
て
、

「
日
中
一
時
支
援
」
は
、
夕
方

の
短
時
間
で
の
継
続
的
な
利
用

ニ
ー
ズ
が
あ
る
。

市
　
長
　「
放
課
後
等
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
」
は
、
延
長
す
れ
ば
19

時
頃
ま
で
利
用
で
き
る
が
、
就

労
継
続
支
援
や
就
労
移
行
支
援

は
16
時
頃
ま
で
。
そ
の
後
の
支

援
が
途
切
れ
、
家
族
の
就
労
へ

の
影
響
や
介
護
負
担
の
増
加
が

想
定
さ
れ
る
。

　
「
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」

や
、
就
労
継
続
支
援
の
事
業
所

と
意
見
交
換
を
行
い
、「
日
中

一
時
支
援
事
業
」
が
、
適
切
に

運
用
さ
れ
る
た
め
の
環
境
整
備

を
進
め
る
。

議
　
員
　「
日
中
一
時
支
援
サ

ー
ビ
ス
」
を
利
用
す
る
た
め
に

市
が
契
約
し
て
い
る
施
設
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
大
石
田
町
、

新
庄
市
、
上
山
市
の
市
外
事
業

所
の
み
。
今
後
は
、
市
内
の
事

業
所
に
も
状
況
を
確
認
し
、
受

け
皿
の
確
保
に
努
め
る
。

議
　
員
　「
東
根
市
日
中
一
時

支
援
事
業
実
施
要
綱
」
の
内
容

を
改
め
る
こ
と
や
、
市
内
で
契

約
で
き
る
事
業
所
を
掘
り
起
こ

す
こ
と
で
課
題
解
決
に
向
か
う

こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

障
害
児
通
所
支
援
の
現
状

障
が
い
者
（
児
）
が
利
用
す
る

「
日
中
一
時
支
援
」
に
つ
い
て

河 村　豊　議員

防
災
の
備
え
①
備
蓄
品

神
町
西
側
地
区
の

　
　
避
難
所
に
つ
い
て

障がい者（児）や

 家族が利用しやすい

日中一時支援サービスへ！

東根市障害者地域生活支援事業
障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援する
ため、東根市が実施する事業
⑴ 相談支援事業
⑵ 意思疎通支援事業
⑶ 日常生活用具給付等事業
⑷ 移動支援事業
⑸ 地域活動支援センター事業
⑹ 訪問入浴サービス事業

⑺ 日中一時支援事業
⑻ 社会参加促進事業
⑼ 福祉ホーム事業
⑽ 手話奉仕員養成研修事業
⑾ 成年後見制度利用支援事業

8



一 般 質 問※質問議員が責任を持って
　原稿を作成しています。

防
災
の
備
え
①
備
蓄
品

議
　
員
　
東
根
市
は
、
こ
れ
ま

で
大
き
な
災
害
も
な
く
過
ご
し

や
す
い
ま
ち
で
あ
る
。
近
年
の

異
常
気
象
や
火
山
に
囲
ま
れ
て

い
る
た
め
、
何
時
災
害
が
起
こ

る
か
わ
か
ら
な
い
。
安
心
・
安

全
な
ま
ち
づ
く
り
の
要
で
あ
る

防
災
の
備
え
は
ど
う
か
。

市
　
長
　
生
活
困
難
者
に
対
し

食
料
や
水
、
生
活
必
需
品
を
提

供
す
る
た
め
、
備
蓄
品
の
購
入

と
管
理
を
行
っ
て
い
る
。
飲
料

水
を
無
償
で
提
供
す
る
「
災
害

対
応
型
自
動
販
売
機
」
が
市
内

の
施
設
３
か
所
に
設
置
さ
れ
て

い
る
。

議
　
員
　
備
蓄
品
の
品
名
と
数

量
、
保
管
場
所
を
伺
う
。

総
務
部
長
　
避
難
者
を
約
５
千

人
と
想
定
し
、
飲
料
水
や
食
料

品
と
簡
易
ト
イ
レ
、
毛
布
等
を

備
蓄
し
て
い
る
。
保
管
場
所
は
、

消
防
署・神
町
防
災
セ
ン
タ
ー・

旧
白
水
川
ダ
ム
事
務
所
で
あ
る
。

議
　
員
　
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
備

蓄
品
の
整
備
管
理
を
お
願
い
す

る
。
災
害
対
応
型
自
動
販
売
機

に
は
充
電
機
能
が
付
い
た
も
の

な
ど
種
類
が
豊
富
。
場
所
と
機

種
を
増
や
し
て
い
く
べ
き
だ
。

防
災
の
備
え
②
防
災
公
園

議
　
員
　
運
動
や
憩
い
の
場
で

あ
る
緑
地
や
公
園
は
、
災
害
時

に
は
避
難
場
所
と
な
る
。
防
災

機
能
が
備
わ
れ
ば
、
防
災
訓
練

の
場
と
な
っ
て
災
害
に
強
い
ま

ち
に
な
る
。
ま
も
な
く
健
康
遊

具
の
整
備
が
終
了
す
る
。
防
災

公
園
の
整
備
を
要
望
す
る
。

市
　
長
　
公
園
・
緑
地
は
、
防

災
機
能
を
有
し
た
「
指
定
緊
急

避
難
場
所
」
と
し
て
研
究
し
て

い
く
。

神
町
西
側
地
区
の

避
難
所
に
つ
い
て

議
　
員
　
神
町
地
区
西
側
は
人

口
増
加
が
著
し
く
、
５
年
間
で

１
．
４
倍
の
５
５
３
人
が
増
加

し
て
い
る
。
行
政
区
は
、
Ｊ
Ｒ

軌
道
を
は
さ
ん
で
東
西
に
構
成

さ
れ
て
い
る
。
身
の
安
全
を
確

保
す
る
一
時
避
難
所
は
、
市
が

自
主
防
災
会
を
リ
ー
ド
し
、
避

難
所
の
設
置
を
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

総
務
部
長
　（
株
）
明
立
工
業

と
自
主
防
災
会
で
し
っ
か
り
と

協
議
を
し
て
、
一
次
避
難
所
と

し
て
認
定
で
き
る
よ
う
な
手
続

き
を
と
っ
て
い
き
た
い
。

防
災
の
備
え
①
備
蓄
品

防
災
の
備
え
②
防
災
公
園

神
町
西
側
地
区
の

　
　
避
難
所
に
つ
い
て

山科  幸子  議員

安心・安全なまちづくり実現のために

　〇防災の備えについて

　〇神町地区西側へ避難所を

地域別人口の推移 住民基本台帳より

①Ｈ25.7.31 ②Ｈ31.4.30 ②－①増減
世帯数 人口 世帯数 人口 世帯数 人口

東　根 6,302 18,344 7,010 18,832 708 488
東　郷 998 3,236 993 2,840 -5 -396
高　崎 515 1,719 489 1,462 -26 -257
神　町

（自衛隊除く） 4,083 11,933 4,668 12,954 585 1,021

うち神町西地区 484 1,438 702 1,991 218 553
大　富 1,325 4,426 1,506 4,489 181 63
小田島 1,064 3,491 1,141 3,442 77 -49
長　瀞 715 2,592 700 2,272 -15 -320

神町西地区：神町西一丁目～神町西六丁目

▲防災公園のかまどベンチ

防災体験学習とあわせて芋煮会

ひがしね議会だより●広報●令和元年7月31日9



Q &A一 般 質 問

議
　
員
　
中
小
・
小
規
模
事
業

者
の
経
営
状
況
は
厳
し
さ
が

あ
り
、
県
内
の
業
況
が
小
企

業
・
中
小
企
業
と
も
、
全
国
中

小
企
業
動
向
調
査
結
果
の
２
０

１
９
年
１
月
～
３
月
期
に
よ
る

と
、
２
期
ぶ
り
に
悪
化
し
て
い

る
。
東
根
市
の
中
小
商
工
業
者

も
好
況
感
が
感
じ
ら
れ
な
い
状

況
と
言
わ
れ
て
お
り
、
市
内
中

小
商
工
業
者
は
自
ら
様
々
努
力

を
し
て
い
る
が
、
厳
し
い
状
況

に
お
か
れ
て
い
る
の
で
何
ら
か

の
支
援
を
す
べ
き
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

市
　
長
　
本
市
で
は
市
内
の
中

小
商
工
業
者
の
経
営
努
力
に
対

し
、
運
用
資
金
や
設
備
投
資
を

支
援
す
る
「
東
根
市
商
工
業
み

ら
い
応
援
利
子
補
給
補
助
事

業
」
や
、
店
舗
の
魅
力
を
高
め

顧
客
の
確
保
を
目
指
す
「
東
根

市
商
業
活
性
化
事
業
」
に
よ
り
、

市
独
自
で
支
援
し
て
い
る
。

議
　
員
　
２
つ
の
補
助
制
度
の

実
績
は
ど
う
か
。

経
済
部
長
　「
東
根
市
商
工
業

み
ら
い
応
援
利
子
補
給
補
助
事

業
」
の
平
成
30
年
度
の
利
子
補

給
実
績
は
新
規
認
定
22
件
、
利

子
補
給
件
数
94
件
、
利
子
補
給

金
額
３
７
６
万
５
７
円
。
創
設

時
か
ら
６
カ
年
度
の
合
計
は
認

定
件
数
１
７
５
件
、
利
子
補
給

総
額
２
千
６
７
３
万
５
千
３
６

７
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
東
根
市
商
業
活
性
化
事
業
」

の
平
成
30
年
度
の
実
績
は
補
助

交
付
件
数
８
件
、
補
助
金
額
４

２
１
万
５
千
円
。
創
設
時
か
ら

５
カ
年
度
の
合
計
は
補
助
交
付

件
数
60
件
、
補
助
金
額
３
千
２

０
万
９
千
円
と
な
っ
て
い
る
。

議
　
員
　
国
内
の
景
気
に
比
べ
、

県
内
の
景
気
は
悪
化
し
て
い
る

と
い
う
情
報
も
あ
り
、
市
内
中

小
企
業
も
自
助
努
力
を
行
い
な

が
ら
頑
張
っ
て
い
る
。

　
「
商
工
業
み
ら
い
応
援
利
子

補
給
補
助
事
業
」
も
「
商
業
活

性
化
事
業
」
と
も
こ
れ
ま
で
多

く
の
実
績
を
挙
げ
て
い
る
。
さ

ら
に
利
用
し
や
す
い
制
度
と
な

る
よ
う
考
え
て
も
ら
い
な
が
ら
、

引
き
続
き
市
内
中
小
商
工
業
者
、

中
小
企
業
者
が
意
欲
を
持
っ
て

事
業
を
推
進
で
き
る
よ
う
こ
の

制
度
を
実
施
し
て
頂
き
た
い
。

　

発
展
す
る
本
市
に
と
っ
て
、

商
工
業
の
振
興
・
農
業
の
振
興

は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
、

特
に
中
小
規
模
の
事
業
者
に
は

今
後
と
も
様
々
な
支
援
策
を
講

じ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
る
。

秋葉  征士  議員

市内の中小商工業者への

支援について
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☆政務活動費とは…
　（東根市の場合）

①議員が行う調査研究その他の活動に必要な経費の一部として支給される費用
②議員１人あたり年150,000円を限度に支給
③議員個人ではなく会派に支給（会派に属さない議員は無会派として支給）
④収支報告書を作成・提出し、残額が生じた場合はすべて市に返還
⑤収支報告書に領収書などの添付を義務付け

政務活動費　平成30年度 収支報告の概要

◆平成30年４月～平成31年３月◆

会派名等 所属議員
（◎代表者）

対　象
議員数 交付額 支出額 主な用途 備　　考

ひ が し ね
創 生 会

◎ 細矢　俊博
白井　健道
高橋　鉄夫
清野　忠利

4 600,000 545,570 ・清渓セミナー等研修費
・財務省東北財務局等視察

鴻 志 会 ◎ 浅野目幸一
佐藤　　直 2 300,000 161,317 ・湖南市、各務原市視察

・市政報告、意見交換会

政清・公明

◎ 阿部　綾子
原田　利光
髙橋　光男
河村　　豊
秋葉　征士

5 750,000 617,378 
・地方議員研修会、合同視

察研修会ほか
・桐生再生視察

東 輝 会
◎ 片桐　勝寿

山科　幸子
清野　貞昭

3 562,500 40,370 ・現行自治六法追録代ほか
H30.12.29
所属議員数変更
４人→３人

無 会 派 今野　　孝 1 150,000 148,578 
・議員の学校参加経費
・コピー機リース料、書籍

購入ほか

〃 髙橋ひろみ 1 150,000 80,658 ・湖南市、各務原市視察
・市政報告、意見交換会

〃 加藤　信明 1 150,000 11,450 ・現行自治六法追録代ほか

※議長・副議長は無会派となります。

議会ホームページで領収書も含めすべて公開中！

議　員　表　彰 

　６月11日、東京都で全国市議会議長
会第95回定期総会が開催され、本市議会
より３名が表彰されました。

特別表彰
　◎議員在職20年以上
　　　故・森谷政志　議員
一般表彰
　◎議員在職15年以上
 加藤信明　議長　　浅野目幸一　議員

議員表彰

ひがしね議会だより●広報●令和元年7月31日11



問い合わせ
（議会事務局）

TEL（42）1111（内線4111）・FAX（43）1178
E-mail：gikai@city.higashine.yamagata.jp 再生紙使用
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。
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選
後
も
引
き
続
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の
ご
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読
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つ
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き
ま
す
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鉄
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れ
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か
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ま
し

た
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。
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く
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将
来
の
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ロ

の
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す
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。
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聞
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せ
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夢

あ
な
た
の

開　会
本会議
決算特別委員会
予算特別委員会
本会議（一般質問）
本会議（一般質問）
本会議（総括質疑）
決算特別委員会
予算特別委員会
各常任委員会

８月29日㈭

　　９月２日㈪
３日㈫
５日㈭

決算特別委員会各分科会
決算特別委員会各分科会
各常任委員会
決算特別委員会
予算特別委員会
本会議
閉　会

９月11日㈬
12日㈭
13日㈮
20日㈮

※ 日程は、定例会告示後の議会運営委員
会で正式決定します。詳しくは議会事
務局にお問い合せください。

令和元年第3回定例会

日程のお知らせ

8月29日から
9月20日まで
　　　 開催予定

令和元年第２回定例会では、延べ26名の皆様に議会を傍聴していただきました。第３回定例会もぜひお越しください。


